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中国への評価の悪化https://www.pewresearch.org/global/2020/10/06/unfavorable-views-of-china-reach-historic-highs-in-many-countries/pg_2020-10-

06_global-views-china_0-01/



新疆、香港――国連では中国支持が多数

2020年10月6日国連総会第3委員会（人権）
☆ドイツ等39ヶ国共同声明発表（アジアの国は日本だけ）

「新疆ウイグル自治区の人権状況と最近の香港情勢に重大な懸念」

★キューバ等45ヶ国共同声明発表

「新疆での中国の反テロ、反過激化措置を支持」

★パキスタン等５５ヶ国共同声明発表

「香港を口実とした中国への内政干渉に反対」



ASEANエリート：中国の経済的影響力について
https://www.iseas.edu.sg/wp-content/uploads/pdfs/TheStateofSEASurveyReport_2020.pdf



ASEANエリートの各国への信頼度
https://www.iseas.edu.sg/wp-content/uploads/pdfs/TheStateofSEASurveyReport_2020.pdf



台頭した中国に如何に対応するか

トランプ政権――覇権競争、ICT産業、科学技術のデカップリング

だが全面的なデカップリングではない

どの国にとっても中国はアンビバレント（対中関係に二面性）

競争と協調を同時に行う――矛盾を抱えて生きていくほかなし

日本は対中関係の脆弱性と強靭性を抱える先駆者

対米、対中関係を同時に安定、発展させる賢さと強かさを


